
 

 
 

■ インフルエンザの状況 
    この冬は、新型コロナウイルス感染症とインフルエンザのダブルで流行することが 

  心配されています。東栄小では、３学期に入って２名の児童がインフルエンザにかか 

  りましたが、２月１日現在では０人です。 

    市内では、インフルエンザにより学級閉鎖となった学校もあります。まだまだ油断は 

  禁物です。手洗い・うがい、マスクの着用、部屋の換気など予防をしっかり行い、感染 

  を防ぎましょう。 

 

■ 児童保健委員会で、換気とハンカチ等の汚れに関する実験を行いました 
 ＜換気の実験＞①から④のようにペットボトルの側面を切って窓を作り、その中で線香を燃やして煙の動きを観察 

    ①片側１ケ所開ける    ②片側２ケ所開ける    ③両側１ケ所ずつ開ける   ④対角線に開ける 
  
 
 
 
 
 
 
         ＊□の部分を窓に見立ててペットボトルを切りました。 
    実験の結果から、一番早くペットボトルの中の煙が外に出たのは④の対角線に開けたペットボトルでした。ま 

   た、一番遅かったのは①の片側１ケ所だけ開けたペットボトルでした。実験の様子から「単に窓をあけるのでは 

   なく、対角線に窓を開けて効率よく空気の入れ替えができるといいね」と話し合いました。 

 

 ＜ハンカチ等の汚れの実験＞半日使ったハンカチとマスクと靴下に汚れが紫色に浮き出る試薬を使って観察 

 

    実験の結果から、ハンカチは手を拭いた部分（使った部分）が 

  紫色に染まりました。マスクは顔につけている側が紫色に染まり 

  ました。靴下は、つま先の部分が紫色に染まりました。半日使うと 

  ずいぶん汚れることが目で見て分かりました。 

   実験の結果から、「ハンカチ、マスク、くつ下は、毎日取りかえる 

  ことが大事だね。」と話し合いました。 

                                             ＊紫色に染まった部分 

   ２つの実験の結果については保健室前に掲示しました。効率の良い換気の仕方や、ハンカチなどは毎日取りか 

  えることの必要性について保健委員を通じて全校に伝わっていくといいなと思います。 

 

■ ２月８日（水）尾張旭市文化会館で学校保健大会が開催されます 
   学校保健会表彰のあと記念講演が行われます。参加は無料です。学校から配付された案内の参加申し込み用 

  紙を当日会場にてお出しください。 

   ◆日時・場所  ２月８日（水） １４時３０分～１５時５０分 尾張旭市文化会館 

   ◆講    師  公立陶生病院 感染症内科主任部長  武藤義和 先生 

   ◆演    題  感染症に負けず、のびのび元気な体作り～感染症と子どもの健康～ 

保護者のみなさま 

東栄小 

令和５年２月２日 



 

 

 

 

 

 

 

 

教室
きょうしつ

の空気
く う き

をきれいにしよう大作戦
だいさくせん

！！ 

 教室
きょうしつ

の空気
く う き

は１時間
じ か ん

の授業
じゅぎょう

で汚
よご

れてしまいます。窓
まど

をしめきった部屋
へ や

の中
なか

では、気分
き ぶ ん

が悪
わる

くなったり、ウ

イルスがふえてかぜをひきやすくなったりします。授業中
じゅぎょうちゅう

も北側
きたがわ

と南側
みなみがわ

の窓
まど

を１ケ所
し ょ

ずつ１５センチほど開
あ

けておきましょう。そして、放課
ほ う か

になったら大
おお

きなドアを開
あ

けて空気
く う き

の入
い

れかえをしましょう。みんなが「寒
さむ

い！」と思
おも

ったら、空気
く う き

が入
い

れかわった証拠
し ょ う こ

です。 
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